
メ イ ス フ イー

メ

　

メ

イ

ス

フ
ィ
ー

ル

ド

ジ

ョ
ン

』
o
巨

ζ
器

Φ
h凶Φ
缸

一
八

九
八
～

一
九
六
七
　

イ
ギ

リ

ス

の
詩

人
、
小

説
家

、
劇
作

家

、
児

童
文

学
作

家
。

=
二
歳

で
海

軍

に
入
り

、
船

乗
り

生
活

、

ア
メ

リ

カ
放
浪

な

ど

の
後

、

二
三
歳

で
詩

が
売
れ

は
じ

め
た

。
大

人

向

け

の
歴

史
小

説
、

冒
険

小
説
も
書

い
た

が
、
帆
船

に
よ
る

紅

茶
運

搬
競

争
を

描

い
た

『
ニ
ワ
ト
リ
号

一
番

の
り

』
(
一
九

二
七
)

の
ほ
か
、

『
夜
中

出
あ

る
く
も

の
た
ち
』
(二
七
)
、

『喜

び

の
箱

』

(三
五
)
な
ど

の
子

ど
も
向

け

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー
も

あ

る
。

一
九
三

〇
年

に
は
桂

冠
詩

人

に
選
任

さ
れ

た
。　

　

　

　

　

(酒
井
邦
秀
)

　

名
著

複
刻

日
本
児

童

文
学

館

肋
狗

慧

鰓

溢

ほ
ん
　

明
治

・
大

正

.
昭
和
三

代

に
わ
た

る
児
童

文
学

の
名

著
を
復

刻

刊
行

し
た

も

の
。
全

三
二
冊

、
付

録

一
。

ほ
る

ぷ
出
版
、

一
九
七

〇
年

(
昭

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ　　　　　　　
　　　ホ

45
)
一
二
月

初
版
刊

。
編
集
委

員
瀬

沼
茂
樹

、
鳥

越
信

、
滑

川
道

　

　

　　　
　　　
　　　
　　　
　　

夫

、
福

田
清

人
、
藤

田
圭

雄
。

児
童

図
書

は
と

か
く
消

粍
品

扱

い
さ
れ

、

一
般

家
庭

は
も

ち
ろ

ん
図
書

館

に
も
保

存
さ

れ

る
こ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

と

が
少

な

い
が
、
本

復
刻

は
明

治
期

の
尾
崎

紅
葉

『
鬼
桃

太
郎

』

　

　
　

　
　

　
　

　

　

か
ら

昭
和

戦
中
期

の
壺

井
栄

『夕

顔

の
言
葉

』
ま

で
を
精

選

し
、

文
学

史
的

に
体
系

づ
け

、
原

典

に
忠
実

に
再

現

し
て

い
る
。
中

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

に
幸

田
露
伴

『宝

の
蔵
』
、
押

川
春

浪

『
海
底

軍
艦

』
、

小
川
未

　

　
　

　
　

　

ホ

明

『
赤

い
船
』
、

野

口
雨
情

『
十

五
夜

お
月

さ
ん

』
な
ど
稀

覯
本

に
近

い
図
書
も

入

っ
て

お
り
、
研
究

者
、
愛

好
家

に
好
評
を

も

っ

て
迎

え
入
れ

ら
れ

た
。
同

じ
編

者

・
出
版

社

か
ら

そ

の
第

二
集

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

三
三
冊

が
七

四
年
九

月

に
出

る
。
こ
ち
ら

に
は
島

崎

藤
村

の
『眼

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
い
と
し
ご

鏡

』
を

は
じ
め

と
す

る

『愛

子

叢
書

』
五

冊
、

小
川

未
明

『金

　

　
　

　

の
輪
』
、

新
美
南

吉

『
花

の
き
村

と
盗

人
た

ち
』
な

ど
が
収

め
ら

れ

て

い
る
。　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(関
口
安
義
)

　

メ
イ

ン
　
ウ

ィ
リ

ア

ム
　
亳

已
冨
ヨ

ζ

餌
旨

Φ

一
九
二
八

～

イ

ギ
リ

ス

の
児
童

文
学

作
家

。

ヨ
ー

ク

シ

ャ
ー

生
ま

れ
。
早

く

か
ら
作
家

を
志

し
、

二
五
歳

の
時

に
処

女
作

を

出
版

し
、
三

冊

目

の
『郎

⑦
ミ
ミ
§

§

ミ
ミ

五

月

の
密
蜂

』
(
一
九
五
五
)
で
、
児

童

文
学
世

界

に
お
け

る
地
位

を
確

立

し
た
。

『草

の
綱

』
(
五
七
)

で
は
カ

ー
ネ
ギ

ー
賞
を

受
賞

し
、

以
後

、
毎

年

二
冊
ぐ

ら

い
ず

つ
新
作
を

発
表

し

て

い
る
精

力
的

な
作

家

で
あ

る
。

メ
イ

ン

の

作

品

に
共

通
す

る
特
徴

は
、

宝
探

し
と

地
方

色

で
あ

る
。

子

ど

も

た
ち

の
探
す
宝

と

は
、
金

銀
財

宝

で
は
な

く
、

秘
密

の
通

路

だ

と
か
、
砂

に
埋
も
れ

た
鉄

道
線

路

で
あ

る
が
、

子

ど
も

た

ち

は

探
す
過

程
で
、

そ

の
土
地

の
歴

史
や

伝
統

に
目

覚
め

、
自

己

を
拡

大
し

て

い
く

。

『砂

』
(六
四
)
以
後

、

メ
イ

ン

の
リ
ア
リ

ズ

ム
は
、
不
安

や
不

満

の
あ

る

生
活

を
描

い
て
、

一
層
深
刻

さ
を

増

し
た
。

子
ど
も

た
ち

は
、

人
間

関
係

の
難

し

い
問
題

に
、

た

Ⓒ1988　日本児童文学学会



メ一 テ ル リン

と
え
無

駄

な
努

力

で
あ

ろ
う

と
も
、

取
り

組
も
う

と
す

る
。

ま

た
、

メ
イ

ン
は
、

『
地

に
消
え

る
少
年

鼓

手
』
(六
六
)
で
、

独
自

の
フ

ァ

ン
タ

ジ
ー
を

展

開
し

た
。　

　

　

　

　

　

(谷
口
由
美
子
)

　

メ
グ

ズ
　

コ
ー
ネ

リ

ア

O
o
ヨ
Φ
=
9

ζ
虫
σq
ω

一
八
八
四
～

一

九
七
三
　

イ

リ
ノ

イ
生

ま
れ

の
ア

メ
リ

カ

の
作
家
。

永
年

の
教

員

経
験
を

基

盤

に
、
文
学

的

な
創

作
活
動

、

ノ

ン
フ
ィ
ク

シ

ョ

ン
、
研
究

著
作

活

動
な

ど
幅

広
く

充
実

し
た
仕
事

を
遂

げ

た
。

『
オ

ル

コ

ッ
ト

物
語

』

(
一
九
三
三
)
で

は
み

ご
と
な

オ

ル

コ

ッ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

ト
像

を

描
き

ニ

ュ
ー

ベ
リ
ー

賞
受

賞
。
家

庭
小

説
、
歴

史
も

の

に

『
搴

鴨

ミ
§
魯

鶤

ミ

風

の
丘
』

(
二

一
)
、

『
9

鳶

黛

ミ
Q

ミ
q
ミ
ミ
ミ
ミ

山

の
呼

び

声

』
(
四
〇
)
が

あ

る
。
『
工

　
O
ミ

帖ミ
、

譯

む
這

黛

6
ミ
ミ
ミ
§
け
ト
§

ミ
ミ
越

児

童
文
学

批
評

史
』
(
五

三
)
や

$

謹

毎
§

ミ
δ

ジ

ェ
ー

ン

・
ア

ダ
ム
ズ
』

(七
〇
)
は

名
山咼
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(島
　
式
子
)

　

メ

ー

ソ

ン
　

ル
ー

サ

・
ホ

ワ
イ

テ

ィ

ン
グ

ピ
ロ
窪
Φ
『
亳

臣
冖.

ヨ
σq

竃

9。
ω8

一
八
二
八
～
九
六
　

近
代

日
本

の
音

楽
教
育

指

導

者
。

ア
メ
リ

カ

の

マ
サ
チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
州

に
お

い
て
音

楽
教

育

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

実
践

指
導

の

の
ち

、

ボ

ス
ト

ン
で
知
り
合

っ
た
伊

沢
修

二
、

目

賀

田
種
太

郎

の
推

薦

で

一
八

八

〇
年

(明
13
)
三
月
来

日
、

八
二

年

七
月

帰
国

し
た

。
こ

の
間
、
音

楽
取

調
掛

と
し

て
、
『
唱
歌

掛

図
初

編

』

『
小
学

唱
歌
集

』

『
幼
稚

園
唱
歌

集
』

の
編
纂

に
従

事

し

た
。

ま
た

音
楽

取
調

掛
と

し

て
伝
習

生

へ
の
授

業

だ
け

で
な

く
、

楽

器

の
購
入

、
東
京

師
範

、

同
附

属
小
学
校

、
学

習
院

な

ど

へ
の
出
張
教

授

、
京

阪
神

へ
の
旅
行

な
ど
を

通
し

て
、
広

く

日
本

へ
洋

楽

の
導

入

・
普

及

、
お

よ

び
音

楽

教
育

の
基

礎

を

つ

く

っ
た

。
帰

国
後
も

、
再
来

日
を
望

ん
だ

が
実

現

し
な

か

っ
た
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(田
甫
桂
三
)

　

メ
ー

テ

ル

リ

ン
ク

　
モ
ー

リ

ス

ζ

餌
霞

8
Φ

ζ
四
Φ
8
島

⇒
o
評

一
八
六
二
～

一
九
四
九
　

ベ
ル
ギ
ー

の
詩

人
、
劇
作

家
、
思
想
家

。

マ
ー

テ

ル
リ

ン
ク
、

あ

る

い
は

マ
ー

テ

ル
ラ

ン
ク
と
も

呼
ば

れ

る
。

ベ

ル
ギ

ー

の
ガ

ン
市

の
弁

護

士

の
家

に
生
ま

れ
た

が
、

パ

リ
に
出

て
象

徴
派

の
詩
人

た
ち

と
交

わ

り
処

女
詩
集

『
温
室

』

(
一
八
八
九
)
を
出

し
詩

人

と

し

て
出

発
、

続

い
て
象

徴
主

義

的

戯

曲

『
マ
レ
ー

ヌ
姫

』

(八
九
)
、

『
闖
入
者

』

(
九
〇
)
、

『
群
盲

』

(
九
〇
)
を

発
表

、
オ

ク
タ

ー
ブ

・
ミ

ル
ボ

ー

(
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
)

に
よ

っ
て

「
現
代

の
シ

ェ
ー

ク

ス
ピ

ア
」

と
賞

賛
さ

れ
る
劇

作

家

と
な

っ
た
。

戯
曲

『
ペ
レ
ア

ス
と

メ
リ

ザ

ン
ド

』

は
ド

ビ

ッ

シ
i
作

曲

の
歌

劇

と
し

て
成
功

し
、

劇
作

家

と

し
て

の
地
位

を

高

め
た

。
続

い
て
発

表

さ
れ

た

『
内

部
』
(
九
四
)
、

『
タ

ン
タ
ジ

イ

ル
の
死
』

(九
四
)
、

『
モ

ン
ナ

・
バ

ン
ナ
』

(
一
九
〇
二
)
は
、

リ
ア
リ

ズ

ム
演
劇
主

流

の
近
代

劇

に
代

わ

る
も

の
と

し
て
世

界

に
広
く

迎
え

ら
れ
、

我

が
国

で
も
、

こ
れ
ら

の
作

品

は
初
期

新

劇

運
動

の
重
要

な

レ
パ
ー
ト

リ
ー

と
な

っ
た

。

と
く

に
、

一
九

〇

八
年

、

ロ
シ

ア
の

モ
ス
ク

ワ
芸
術

座

で
初

演

さ
れ
た

『青

い

　

　
　

　

鳥

』

は
童
話
劇

と

し
て
好

評
を

博

し
、

=

年

に
ノ

ー

ベ
ル
賞

を

受
賞

す

る
有

力
な

理
由

と
な

っ
た
と

い
わ

れ

る
。

『
青

い
鳥

』

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

は
、
我

が
国

で
も

い
ち

早
く

紹
介

(
一
一
、
島
田
元
麿

・
東
草
水
共

訳
)
さ

れ
、
二
〇
年

(大
9
)
畑
中

蓼
坡

の
民
衆

座

に
よ

り
有
楽

座

Ⓒ1988　日本児童文学学会



メル ヘ ン

で
初

演

さ
れ

て
以
来

、
最

も
人
気

の
あ
る
童

話
劇

と

し

て
広
く

上
演

さ

れ
、
さ

ま
ざ

ま
な

形

の
出
版
物

と
し

て
流

布

し

て

い
る
。

思
想

家

と
し

て
も
知

ら

れ
、
『
貧
者

の
宝
』
(
一
八
九
六
)
、
『
知
恵

と

運
命
』
(九
八
)
、

『密

蜂

の
生
活

』
(
一
九
〇

一
)
、

『蟻

の
生

活

』

(三
〇
)
な

ど

が
あ

り
、
す

べ
て
邦
訳

さ
れ

て

い
る
。
第

二
次

大
戦

中

は

フ

ァ
シ
ズ

ム
に
反

対
し

ア
メ
リ

カ

に
移
住

し
た

が
、

晩
年

は
南

仏

の

二
ー

ス
に
帰

り
死
去

。
邦

訳

の

『
マ
ー

テ

ル
リ

ン
ク

全
集

』

六
巻

(二
〇
～
二

一
)
も
あ

る
。
　

　

　

　

　

(冨
田
博
之
)

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

メ
　
ル
ヒ
ェ
ン

　

メ
ル

ヘ
ン
　

ド
イ

ッ
語

の
ζ

警
o
プ
Φ
コ
か

ら
き

て

い
る
。

こ
れ

は

ド
イ

ツ
語
特

有

の

こ
と
ば

で
、
フ
ラ

ン
ス
語

に
は
0
8

8

匹
Φ
ω

　
　

　

欲
Φ
ω
(妖

精
物

語
)
と

訳

さ

れ
、
英

語

に

は

h巴
曙

什巴
Φ
(
フ
ェ
ア

リ
ー

・
テ
ー
ル
)
と
訳

さ

れ
て

い
る
。

メ

ル

ヘ
ン

の

一
般

に
認

め

ら

れ
た
定

義

は
ま

だ
な

い
。
さ

し
あ

た
り

、
「
不

思
議

な

こ
と

が

主

人
公

に
望

ま
し

い
よ
う

に
起

こ

る
空
想

的
叙
事

文
学

」

と

い

う

こ
と

が

で
き
よ
う

。

メ

ル

ヘ
ン
は
、
民
衆

の
間

に
流
布

し

て

　
　

　
　
　

　
　
ネ

い
る

メ

ル

ヘ

ン
(昔

話
)
と
、

創
作

さ

れ
た

メ

ル

ヘ
ン
(創
作

童

話
)
に
分
か

れ
る
。
前

者

は
、
文

字
を

も
た

な

い
人

々

の
間

に

冂

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

か

ら

口

へ
と

伝
え

ら
れ

て
き
た

も

の
で
、

グ
リ

ム
兄

弟

が
は

じ

め

て
文
学

に
書

き

と
め

た
よ
う

な
も

の
で
あ

る
。
後
者

は
、
個

々

の
作

家

が
前

者

の
語
り

口
や

モ
チ
ー

フ
を

受
け
継

ぎ

、
自

分

の

考

え

に
従

っ
て

つ
く

り

出
し

た
も

の
で
あ

る
。

グ
リ

ム
以

後
も

　

メ
ル
ヘ
ン

「昔

話

」

の
収
集

は
続

け
ら

れ
て

い
る

が
、
中

で
も

評
判

が
高

　
　

　
　

ホ

い

の
は

、

ベ
ヒ

シ

ュ
タ

イ

ン

の

『b
§

§

譜
防

ミ
織
§
謡
§

ひ
§

謡

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

メ
　
ル　
ヘ　
ン

ド

イ

ツ
昔
話
集

』
で
あ

る
。

「創

作
童

話
」
が
盛

ん

に
な

る

の
は

、

ロ

マ

ン

派

以

後

で

あ

る

。

ロ

マ

ン
派

に

と

っ
て

、
「
メ

ル

ヘ
ン

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

わ

ば

文

学

の

規

範

」
(
ノ

ヴ

ァ
ー

リ

ス
)
で

あ

っ
た

。

ロ

マ

ン
派

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

は

、

ノ

ヴ

ァ

ー

リ

ス

の

『
青

い
花

』
、

シ

ャ
ミ

ッ

ソ
ー

の

『影

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

く

し

た

男

』
、

E

・
T

・
A

・
ホ

フ

マ

ン

の

『
黄

金

の
壼

』

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ど

優

れ

た

メ

ル

ヘ

ン
を

生

ん

だ

が

、

そ

の

う

ち

ハ
ウ

フ

の

メ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

ン

が

今

も

子

ど

も

の

読

み

物

と

し

て

残

っ
て

い

る
。

ア

ン
デ

ル
セ

ン
は

デ

ン

マ
ー

ク

の
人

で

あ

る

が

、

ド

イ

ツ

で

は

自

国

の

作

家

の

よ

う

に

受

け

入

れ

ら

れ

て

い

る

。

ア

ン
デ

ル

セ

ン

の

メ

ル

ヘ

ン
に

は

め

で

た

く

終

わ

ら

な

い
話

が

あ

る

が

、

二

〇

世

紀

に

入

る

と

そ

の
傾

向

は

ま

す

ま

す

強

く

な

る

。

二

〇

世

紀

の

メ

ル

ヘ

ン

の
特

徴

を

最

も

よ

く

表

し

て

い

る

の

は

、
カ

フ

カ

の

『変

身

』

で

あ

ろ

う

。

メ

ル

ヘ

ン
と

い
う

の

は

元

来

め

で

た

く

終

わ

る

話

を

指

す

の
だ

か

ら

、

こ

の

種

の

話

は

む

し

ろ

ア

ン
チ

・
メ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ル

ヘ

ン
と

呼

ぶ

べ
き

で
あ

ろ

う

。

「
メ

ル

ヘ

ン
」
と

「
フ

ア

ン

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ

ー

」

の
境

い
目

は

曖

昧

で

あ

る

。

ミ

ヒ

ャ

エ

ル

・
エ

ン
デ

の

『
モ

モ

』

は

最

も

現

代

的

な

テ

ー

マ
を

扱

っ
た

フ

ァ

ン
タ

ジ

ー

で

あ

る

が

、

エ

ン

デ

自

身

は

こ

れ

を

メ

ル

ヘ
ン

・

ロ

マ

ン
と

呼

ん

で

い

る

。

【参
考
文
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】
宮
下
啓
三

『
メ
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ヘ
ン
案
内
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(
一
九
八
二
　

日
本
放
送
出
版

協
会
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